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令和6年6月28日

　佐賀県県民協働課長　様

佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による

寄附金活用実績報告書

電 話 番 号 ０８０－５２７４－７８６７（担当　中原）

令和５年度において、当団体に交付された佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」を活用して別
紙のとおり事業を実施したので、佐賀県ふるさと寄附金（「県民協働の地域づくり」及び「ＮＰＯ等を指定
した支援」）による寄附金交付要綱第21条第１項の規定により提出します。

住 所 佐賀市水ケ江２丁目１１－１

団 体 名 ＮＰＯ法人ただいま

代表者職･氏名 理事長　原田光太郎



様式第７号（第21条関係）別紙

１ ：

２ ：

３ 　（※事業計画書から転記）

４

５ ： （別記１）

６ ： （別記２）

７ ： （別記３）

　令和５年度 佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による寄附金活用実績報告書

団 体 名 NPO法人ただいま

事 業 実 施 期 間 令和　５年　４月　１日　から　令和　６年　３月　３１日

事 業 の 背 景

■事業の実施により実現したい佐賀県の地域像

事 業 の 成 果

①県民の便益にどのようにつながったのか

②佐賀から広がった社会像（該当する活動のみ）

寄 附 金 活 用 事 業 実 績

次年度繰越額活用見込み

寄 附 金 活 用 額

不登校児であっても、家以外の居場所があり、家族以外の人間との関係構築、社会活動を行えるよ
うにする

小中高の学生の不登校児が佐賀県でも多くなっており、家以外での居場所がない子供達が増えてい
た。NPO法人ただいまはフリースクール事業を通して、そのような子供達の家以外の居場所の提供
と、家族以外の人間関係の構築、社会活動を通して社会人となった時に社会に出ていけるように支
援を行った。今後も不登校児だったからといって、社会で活躍できないということがないようにし
ていきたい



（別記１）寄附金活用事業実績

○寄附金を活用して行った事業（GCFを行った場合は、GCF名とその内容を記載）

計

フリースクール事
業

①学校に行くことの出来ない子供達の
居場所提供
②小中高の学生
③週二回の子供達の預かり。また不定
期での体験活動

①火曜日・水曜日
９時半～１４時半
②NPO法人ただいま
事務所等

236,251 236,251

236,251 236,251

事業名
①実施日時
②実施場所

事業費の
支出金額

［単位：円］

うち寄附金
活用額

［単位：円］

具体的な事業内容
①目的②対象者③実施内容



（別記２）次年度繰越活用見込み

○次年度に繰り越した寄附金の活用見込み

計 0 0

具体的な事業内容
（予定）

①目的②対象者③実施内容
事業名

①実施日時
②実施場所
（見込み）

事業費の
支出見込み額
［単位：円］

うち寄附金
活用見込み額
［単位：円］



（別記３）寄附金活用額

【収入】佐賀県ふるさと寄附金収入額　…　①（＝Ａ＋Ｂ）

本年度の佐賀県ふるさと寄附金収入額　…　Ａ

本年度交付を受けた佐賀県ふるさと寄附金分

前年度控除額（県事務経費）還付分

前年度収入済の佐賀県ふるさと寄附金繰越額　…　Ｂ

【支出】佐賀県ふるさと寄附金活用額…　②（＝a＋b）

事業に活用した寄附金額　…　ａ

ふるさと納税の募集に要した費用の額　…　ｂ

返礼品等の調達に係る費用

返礼品等の送付に係る費用

広報に係る費用

事務に係る費用

佐賀県ふるさと寄附金の次年度繰越額　…　③（＝①－②）

■直近の収支報告書掲載箇所（ホームページURL等）

309,050

309,050

309,050

0

0

309,050

236,251

72,799

36,300

6,599

0

29,900

0

https://tadaimasaga.com/
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